
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
八代工業高等学校（全日制） 令和２年度（２０２０年度）学校評価計画表 

 
１ 学校教育目標 

（１）地域に愛され、地域とともにある学校づくり 

（２）ものづくり教育と部活動をとおした人づくり 

（３）基礎学力と基本的生活習慣の定着による進路実現 

（４）常により良いものへと向かう姿勢の育成        【ＮＥＸＴ ＯＮＥ】 
 

２ 本年度の重点目標 

本校の校訓「誠実」を基柱とし、教育庁の令和２年度（２０２０年度）「教育指導の重点」並

びに「取組の方向」に則り、家庭、地域、学校が連携し、生徒の「夢実現」と「生きる力の育成

」に向けた教育活動を推進する。 

（１）学力の定着向上と教育相談の充実による進路保障  （２）専門教育の充実 

（３）部活動の推進と適正化              （４）本校の魅力発信 

（５）安全教育並びに危機管理の充実          （６）校務整理と業務改善 
 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

学
校
経
営 

学 校 目 標
及 び 重 点
目 標 の 共
有 

・学校の教育
目標及び本
年度の重点
目標の周知
徹底 

・教育目標と重点
を説明し､教職員
は９割､生徒・保
護者は８割以上
の認知度を目指
す 

・職員会議、全校集
会、ＰＴＡ総会、
学年保護者会、学
校新聞等で本年度
教育方針等の説明 

Ａ 

学校評価アンケート

の結果は、職員９８．

４％、生徒８２．８％

、保護者８２．６％が

理解していると回答し

ておりＰＴＡ総会等の

行事が実施できなかっ

たが周知・理解は進ん

でいる。 

組 織 の 運
用 と 学 校
活性化 

・業務改善意
識の醸成 

・職員間の仕
事上の連携 

・職員アンケートに
よる計画的な「校
務の工夫と超過勤
務削減への取組に
ついてできている
」を７０％以上、
「職場へ向かうこ
とが楽しい」が７
０％以上 

・業務改善策の取組 

・業務の改善意見集
約とやり甲斐のあ
る職場環境づくり 

・科会及び部会、委
員会等で、職員の
帰属意識の向上 

・業務改善の検討と
提案 

Ｂ 

職員アンケート結果
は業務改善を意識して
、校務に取り組んでい
るが７９％となった。 
朝会の削減、ＷＥＢ

を活用したアンケート
等業務改善の取組を進
めることができた。更
に取組を進める必要が
ある。 

・入学希望者
定員確保へ
の更なる取
組 

・職員による中学
校訪問や説明会
参加を２回以上
実施 

・体験入学等の説
明内容の工夫と
充実 

・６月学校説明会 
・７月体験入学 
・１１月進路状況報
告 Ｂ 

コロナウイルス感染

症拡大防止のために体

験入学を行うことがで

きなかったが、各科で

制作した動画ＷＥＢを

通じて配信し、各中学

に周知した。 

学
力
向
上 

生 徒 の 学
力向上 

・学習態度の
向上 

・授業出席率９５
％以上 

・提出物９０％以
上 

・積極的参加８０
％以上 

・生徒授業アンケー
トを実施 

Ｂ 

具体的な目標は概ね

達成することができた

が、教師から見た「生

徒の積極性」が若干低

いアンケート結果があ

り、生徒の積極性を引

き出す授業改善を推進

していく必要がある。 

・定期考査へ
の取組の徹
底 

・欠点者の昨年度
からの減少 

・成績不振者への補
習や部活動を中心
とした学習会を実
施 

Ｂ 

教務部の定期考査前補
習だけでなく、学年、学
級及び部活動単位での学
習会をとおして欠点者は
若干減少した。 

教員の授
業力向上 

・公開授業の
推進 

・授業見学会を年
間3回実施し、一
人平均4回見学 

・教務部が立案し、
学校全体で取り組
む Ｂ 

年間３回実施し、各回

とも一人１～２回の見学

があり、この取組をとお

して学習指導力向上につ

なげることができた。 



工業分野
に関する
知識と技
術の習得 

・技能検定や
国家資格等
への挑戦 

・ジュニアマイス
ター認定者数全
国上位３０校入
り 

・教務部、進路指導
部、学科及び学年
が連携した継続的
指導、課外を実施 Ｂ 

資格取得では、学校

全体が連携して取り組

むことできた。その結

果、ジュニアマイスタ

ーには、約１５０人の

生徒が認定された。 

・各種イベン
トへの参加
及び各種大
会での上位
進出 

・地域と連携
した「もの
づくり」 

・各種コンテスト
での入賞、こど
も科学フェアの
継続実施 

・地域への貢献活
動を各科１回実
施 

・大会出場者への指
導及び学校広報活

動を充実 
・地域のニーズに即
した課題の設定及
び研究を推進 

Ｂ 

コロナ禍で各種大会

や催し物の多くが中止

となる中、熊本県高等

学校生徒研究発表会崇

城大学学長賞などを受

賞した。 

「シャッターアート

」や「オリジナル箱罠

」など、各科の特性を

生かした貢献活動が行

われた。 

キ
ャ
リ
ア
教
育(

進
路
指
導)

 

主 体 的 な
進 路 選 択
を 実 現 す
る 職 業 観
や 勤 労 観
の 育 成 な
ら び に 情
報 収 集 機
会の充実 

・インターン
シップの充
実 

・専門性やマッチ
ング、体験内容
と振り返りを充
実させる事前打
ち合わせを１回
以上実施 

・県キャリアプラン
ニングスーパバイ
ザーの指導の下、
インターンシップ
充実のためのフレ
ームワークを整備
し、内容充実の支
援 

Ｂ 

キャリアプランニング

スーパバイザーの助言指

導により、依頼時点で実

習内容を盛り込み、具体

的な日程と体験の目的が

生徒に取っても分かるよ

うになった。 

・キャリアパ
スポートに
よるＰＤＣ
Ａの推進と
定着 

・各学期のはじめ
に現状分析と目
標を立て、終わ
りに振り返りの
レポートをまと
める 

・教務・各学年部と
連携し、学期に１
回取り組む 

Ｂ 

キャリアパスポート

の運用が浸透し、学年

主導で実施が進むよう

になった。今後は振り

返り後の改善行動の推

進に注力したい 

・県内外問わ
ない就職・
進学ガイダ
ンスの実施 

・県外・県内・管
内の進路説明会
を、各１回ずつ
実施 

・進路指導部が立案
し、全生徒が対象
となる説明会に必
ず参加 

Ａ 

対面とオンラインで

実現し、生徒が主体的

に動くことができる素

地ができた。 

・将来設計能
力の育成 

・就労支援機関と
協力して外部講
師を招聘し、将
来設計に係わる
講話を１回以上
実施 

・県雇用環境整備協
会や八代県域雇用
促進センターと各
々協力し、実施 Ａ 

感染症予防により集

会ができなくなったこ

とから、熊本しごとコ

ーディネーターによる

職業講話を２回実施し

、生徒の意識高揚に努

めた。 

生
徒
指
導 

問題行動、
交 通 事 故
等 の 未 然
防止 

・特別指導や
一般指導件
数 

・交通事故発
生件数 

・特別指導件数の
減少 

・交通事故件数の
減少 

・交通安全講話、携
帯電話教室、いじ
め防止講座、薬物
乱用防止教室の実
施 

・春秋の交通安全運
動の実施 

・日常的な生徒指導
の充実 

Ａ 

交通安全講話、携帯

電話教室、いじめ防止

講座、薬物乱用防止教

室等はコロナウイルス

感染症拡大防止の影響

で実施することは出来

なかったが、朝の登校

指導の充実、情報モラ

ル啓発・交通安全情報

の共有等により特別指

導件数、交通事故件数

ともに減少した。 

来年度もコロナウイ

ルス感染症拡大防止の

影響で全校集会等の実

施が出来ないことも考

えられるのでリモート

など対応を考えたい。 

問 題 行 動
や 悩 み を
持 つ 生 徒
への対応 

・個々の生徒に
応じたきめ細
やかな支援や
指導がなされ
ているか 

・課題を抱えた生
徒への組織的な
支援体制の充実 

・特別指導の充実 

・生徒指導部会の定
期開催 

・個々に応じた特別
指導計画の作成と
実施 

Ｂ 

特別指導を受けた生

徒に対して個別に指導

計画を立てることによ

り充実した指導が出来

た。 



・ＳＳＷやＳＣ、教
育相談や特別支援
教育担当と連携 

また、問題を抱えた

生徒に対しても教育相

談等と情報共有を行う

ことで問題行動や悩み

を持つ生徒に対して対

応することができた。 

人
権
教
育
の
推
進 

研修の充
実 

・人権感覚が
深まったか 

・校内・校外研修
への参加 

・校外研修日程の周
知徹底と推進委員
会での企画立案と
実施 Ｂ 

コロナ禍にあり、一

部中止となる研修もあ

ったが、八代地区人権

同和教育現地研修会な

ど多くの研修への参加

を促すことができた。 

人 権 教 育
の充実 

・全ての教育
活動にわた
って人権教
育を実施 

・人権教育に係る
、年間計画の作
成 

・人権教育推進委員
でＬＨＲ指導案の
原案作成 

 
 

Ｂ 

 「ハンセン病回復者

等の人権を考える」等

、各学年において人権

LHRを各学年２回ずつ実

施できた。 

・人権に係る講演
会を実施 

・人権教育推進委員
会での企画立案と
実施 

Ｂ 

 デートＤＶ未然防止

教育として、八代市男

女共同参画アドバイザ

ー派遣事業を利用して

、講師を招聘し、講演

会を実施した。 

水俣病差別学習のた

めの講師招聘がかなわ

なかったが、代わりに

、ハンセン病回復者の

人権を考える学習を、

教育センターの動画教

材を利用して行うこと

ができた。 

命 を 大 切
に す る 心
を 育 む 教
育 
 

・自他を尊重
し、お互い
を思いやる
言葉や態度
を育成でき
たか 

・いじめアンケー
トで、いじめや
暴力を受けたこ
とがある生徒数
の減少 

・ソーシャルスキル
トレーニング（Ｓ
ＳＴ）を継続実施 

Ｃ 

コロナ禍でグループ
ワークを伴うＳＳＴは
実施できない状況にあ
ったため、通信を利用
した学習活動を推進し
た。 

・毎月の人権標語作
成とあいさつ運動
の実施 

Ｂ 

コロナ禍にあり、学期
は実施できなかったが、
２学期１０月より毎月人
権の日１１日に「人権挨
拶運動」生徒会共助委員
で実施した。 
併せて生徒の作った人

権標語を毎月掲げ、啓発
を図った。 

い
じ
め
の
防
止
等 

いじめの
未然防止
と適切な
対応 

・いじめの認
知件数とそ
の解決率の
向上 

・いじめアン
ケート、ス
クールサイ
ンによる情
報収集 

・いじめが起きた際
の適切な対応 

・いじめ等に関する
情報共有の強化 

・生徒と教師の信頼
関係構築（体罰・
暴言の禁止）と生
徒の相談しやすい
環境整備 

・本校いじめ防止基本
方針に則りいじめ根
絶への取組実践 

・重大事態対応マニュ
アルの整備 

・「認め・ほめ・励ま
し・伸ばす」教育と
生徒の人権に配慮し
た教育実践 

Ａ 

本校いじめ防止基本
方針に則り生徒・保護
者からの訴えやアンケ
ートからわかったいじ
めに対してＳＳＷやＳ
Ｃ、教育相談と連携す
ることにより早期発見
・早期対応をすること
ができた。 

(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
な
ど) 

地
域
連
携 

生徒・保護
者・職員に
よ る 地 域
連携 

・防災型コミ
ュニティー
スクールと
して地域と
の連携体制 

・地域住民と学校
関係者の協力体
制を確認 

・避難所運営マニ
ュアルの確認・
改善 

・地域へ防災器具
の提供 

・学校運営協議会で
具体的な連携体制
の確認 

・地域との防災避難
訓練の実施や防災
に関する器具の提
供 

Ａ 

コロナウイルス感染症

防止の観点から、地域と

連携した避難訓練を実施

できなかったが、校区長

による避難施設の見学や

避難経路の確認を行うこ

とができた。 

また、機械科で製作し

た「防災コンロ」を今後

、地域に寄贈する予定で

ある。 



開 か れ た
学 校 づ く
りの充実 

・ものづくり
を通した地
域貢献や魅
力ある教育
実践と中学
生、保護者
、地域社会
への教育成
果の周知徹
底 

・ＰＴＡ総会(書面
決議)委任状、回
答率９０％以上 

・学校安心安全メー
ル、HPを活用した
、保護者への連絡
徹底 

Ｃ 

書面決議によるＰＴ

Ａ総会の回答率が８４

％であり、目標を下回

った。 

連絡用ツールを活用

したが、今後はオンラ

イン等による新たな総

会の方法を検討してい

きたい。 

・学校行事の再検
討を行い、地域へ
の教育実践・活動
を浸透させる 

・中学校体験入学、
課題研究、ボラン
ティア等の活動を
積極的に実施 

Ｃ 

学校行事や豪雨災害

へのボランティア等、

当初計画の行事やボラ

ンティア活動が、コロ

ナウイルス感染症拡大

防止のために中止を余

儀なくされ、十分な活

動を行えなかった。 

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り 

資格検定
の取得及
び部活動
による社
会を逞し
く生き抜
く心身の
育成 

・朝は課外、
放課後は部
活動に励む
メリハリの
ある学校生
活 

・基礎基本を
大切に、凡
事徹底の実
践 

・各種コンテスト
入賞（３位以内
） 

・部活動各種大会
入賞（ベスト８
以上） 

・生徒、保護者、担
当者との連携（信
頼と協力）による
指導強化 

・顧問の指導力向上
（外部研修を含む） 

Ａ 

高校生ものづくりコ

ンテストは中止 

生徒研究発表会はイ

ンテリア科が崇城大学

学長賞を獲得した。 

運動部、文化部とも

に活躍が見られ、多く

の部活動が九州大会以

上の出場権を獲得した

が中止となる大会も多

かった。 

・生徒の意欲高揚 ・リーダー研修会を
実施し、生徒の自
覚と自信を深め、
学校の活性化に寄
与する人材を育成 

・資格や大会内容の
紹介及び合格や入
賞結果の報告 

Ａ 

リーダー研修会はコ

ロナウイルス感染症防

止で中止。 

資格や大会の結果を

学校や各科のホームペ

ージにおいて情報発信

を行った。ジュニアマ

イスター特別表彰は１

０名であった。 

保
健
安
全
環
境
の
管
理 

校 内 環 境
整 備 の 充
実 

・環境に対す
る責任ある
行動を実践 

・学校版環境ＩＳ
Ｏに取り組む 

・ごみ削減及び分別
の徹底 

・省資源・リサイク
ル徹底 

・環境系ボランティ
アへの積極参加 

Ａ 

ごみ分別を昨年度よ

りも細分化し、可燃ご

み削減について目標値

を達成することができ

た。 

生徒職員合わせ約２

６０人が「八代海・浜

辺の大掃除ボランティ

ア」に参加し、環境保

全について学ぶことが

できた。 

・校内の安全
管理意識の
高揚 

・職員および生活
委員による校内
安全点検を学期
毎に実施 

・校内危険箇所の把
握および改善 

Ａ 

学期に１回校内安全点

検を実施し、校内の危険

個所把握及び改善につな

げることができた。 

・整理整頓の
意識高揚 

・学期毎の美化週
間を実施 

・美化コンクールお
よび美化点検を実
施 

 

Ａ 

生徒会主導による美化

コンクールを学期に１度

実施し、教室内の美化向

上に寄与できた。 

心 身 と も
に 健 康 な
学 校 生 活
の実現 

・健康診断結
果等をもと
にした日常
的な健康管
理の充実と
健康 

・心身の健康に悩
みを持つ生徒の
早期発見と支援
保健(病気予防対
策等)啓発 

・生徒､保護者､学校
の連携徹底と生徒
情報共有化、毎月
保健だより発行、
外部講師講話の実
施 

・衛生委員会月１回
開催 

Ａ 

保健だより等で感染

症対策の情報を発信し

た。性教育講演会も感

染症対策を十分に取り

１年生のみ実施できた

。衛生委員会は、国の

緊急事態宣言時以外の

月は、実施できた。 



特
別
支
援
教
育 

特 別 支 援
の充実 

・個に応じた
指導の充実 

・必要な生徒の支
援計画、指導計
画作成、適切な
支援を実践 

・学科、学年と連携
しながら全職員共
通理解に基づく支
援の実施 

Ｂ 

書類の作成について

は、比較的スムーズに

作成してもらうことが

できた。活用の方法に

は課題が残る。 

・家庭や専門機関と
の連携 

Ａ 

中心となる職員の意

識の高さもあり、専門

機関と協力し十分に支

援に結びつけることが

できた。 

・発達障がい
や悩みのあ
る生徒の情
報の共有化
と支援の実
践 

・科会や学年会か
らの情報を教育
相談部で共有化
し適時支援でき
る対応策の研究 

・生徒理解研修の実  
施 
・ＳＳＷやＳＣ等の
活用および専門家
による校内職員研
修の実施 

Ａ 

生徒理解研修は、本

校ＳＣの協力により、

アンケート実施など工

夫して開催することが

できた。 

 

４ 学校関係者評価 
（１）評価された点 

○各職員が組織の一員としての自覚を持ち、教育目標の具現化に向け熱心に教育・指導しておられ
る様子を授業参観をして感じた。 

○生徒の授業態度も立派であり、まさに伝統と誇りを胸に未来へ羽ばたこうとしている生徒諸君の
思いが伝わってきた。 

○効果が上がっている事項は目標を定め、「職員がしっかり取り組み、協力・指導していく体制」
ができており、生徒とも「共通理解」ができている。 

○生活面、自転車の整頓が実に気持ち良いです。ずっとこのままであってほしい。 
○進路指導で県内、八代市内の就職者が増えている。特に八代市内の中小企業への就職について合
同説明会等の成果が出ているように思う。 

○低迷していた感のある運動系の部活動（野球、サッカー、柔道）の成果が見られる。 
 
（２）課題 

○地域に必要とされる学校として生徒の育成プランの改善を地域性を取り入れながら行ってほし
い。 
○効果が上がっていない事項は分掌毎の「ねらい＝目標」が職員間でできていないのではないか
「職員相互の関係性の充実」が重要ではないか。ある分掌では職員間の共通理解及び取り組みが
あまりできていないように感じ残念です。前向きな取組や目標の見直し等も必要ではないか。 

○少子化の流れの中、現中２は特に人口が少ないので次年度の生徒募集が心配である。八代市外、
地域外の中学生から選ばれるように工夫が必要。 

○学習による知識に加えて資格が取得できることを更に詳しく中学生に周知して進路選択の材料
としてはどうか。 

○教員が雑務に追われることなく、本来あるべき指導に時間がとれるようになって欲しいと思う。 
○学校評価を否定する訳ではないが、毎年度ではなく中長期的な視点でやったほうがよいのではな
いか教育委員会を含めて議論が必要だと思う。 

○中学の進路指導の方は工業高校の中身をあまり理解してもらえていない印象である。 
○校内の庭園内にある男子希望の像が建立され５６年になる。本校も４年足らずで８０周年を迎え
ることから記念として女子像を建立してはどうか。 

○本校も定員割れが機械科以外で厳しい状況にある。例えば電気科を１クラスに減にし、建築科を
新設してはいかがか。自然災害からの復興に必要な建築技能士の養成が急務と考える。 

 

５ 総合評価 
○今年度は２０１人の新入生が入学した。生徒募集に向けて、コロナウイルス感染症拡大の影
響により、多くの大会や行事が中止になった中、体験入学に変わる動画をＨＰ上に公開する
など工夫した。また、地域のボランティア活動や関係機関等と連携した地域貢献活動を行う
など、在校生も体験的な活動に取り組んだが十分なＰＲには至らなかった。次年度の志願者
数は前年度とほぼ同数であり、積極的なＰＲ活動をしていきたい。 

○学校目標や重点目標については、昨年度、重点目標を整理し継続した。年度当初に教職員へ
周知し、生徒へも機会ある毎に周知を行ったが行事が中止になった影響もあり、アンケート
調査からは生徒83%（昨年度88%）、保護者83%（昨年度92％）と昨年度と比べ、生徒、保護者
の理解度が低くなっている。職員はもとより生徒、保護者の理解を深めるため、今後も周知
を継続して図っていく必要がある。 

○アンケート調査の学力向上への取組では、授業が「分かりやすい」と回答した生徒が、90%と
昨年度と比べ若干低下しているが良好な結果であった。今後も生徒一人ひとりの理解度を丁
寧に把握し授業改善に努め、個別指導などの更なる対応が必要であると考えている。「進路
目標や夢実現のため計画的に努力している」と答えた生徒が85%であり、今後は更なる学習意
欲の向上、進路実現に向けた指導の充実に取り組み、生徒の意欲喚起につなげたい。 

○進路指導について昨年度は25％の生徒が「面談」について十分ではないと回答しているが、
今年度は17％となり、8ポイント改善した。担任を中心とした面談が浸透してきていると考え



る。本年度は、年度当初の一斉休校等もあり進路実現への影響が心配されたが、学校再開後
に指導期間をできる限り確保したことで内定状況も昨年度と同様に進めることができ、12月
には就職内定100％を達成した。進学では熊本大学1人、大分大学1人、長崎大学1人、熊本県
立大1人、熊本県立技術短期大学校1人、九州職業能力開発大学校2人の計7人が国公立大学・
大学校に合格し、昨年度とほぼ同数でであった。今後も、種々の推薦入試に対応した進学指
導に努めたい。公務員合格者は3人（熊本県警1人、自衛隊2人）だった。公務員指導について
は希望者が少ないものの、生徒の進路実現のために課外等の指導を更に充実したい。 

○資格取得については、各科とも熱心に取り組み、ジュニアマイスターの取得者（特別表彰含
む）は150人であった。全国の優良校として学校表彰も受けることができた。 

○校内環境美化については、98%の保護者が「よく整備されている」と回答しており、生徒にお
いても、88%が「環境美化が良い」と感じており、更なる環境美化に努たい。 

○部活動では、コロナウイルス感染症拡大の影響により多くの大会が中止となったが、卓球部
柔道部、卓球部、弓道部が県内大会において優勝や上位入賞するなど活躍し、美術部、写真
部等文化部においてコンクール最優秀賞を受賞するなど活躍した。   

 

６ 次年度への課題・改善方策 
（１）学力の定着向上○各教科の授業研究の更なる充実○ＩＣＴ活用授業の充実 
（２）教育相談の充実による進路保障○教育相談部(人権・特別支援)の組織内連携強化と関係機
関との連携  
（３）専門教育の充実 
（４）部活動の推進と適正化 
（５）本校の魅力発信○学校案内や広報誌、ＨＰの充実と年間を通した計画的な広報活動○もの
づくりや部活動等を通しての地域貢献活動 
（６）安全教育並びに危機管理の充実 
（７）校務整理と業務改善 
 

  


